
東由)'ジJ'研究 14巻2F,3･ ]976年9月

ビ ル マ 中 央 平 原 の 作 物 分 布
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Ⅰ)ryfamlillgamlirrlgi)tCJrjfte川ltiviltionElrCtmditionと11;I針lt､ulturalsyst｡1-lSill

theI)r.vZone()fliurmn. Theauthorsol)servedanuml,crof(･ropScultivatedinthtlJ

i)ryZ(mealongtheirsurveyroutefrom PromctoShwet,0,throughKyaukpadawn,

MeiktilaandMandとllay. Incontrasttothemono(,111tureofri(､einthei)cltaregion,
mとmyVaricticsofcropsarecultivatedintheI)ryZone. (･enerallyspeaking,pulses(rm(i

mis(･ellaneousgrainCropsconstitutema.Tor(.ro上)SOfdryf'､rminLT･｡ml,ofcourLSe,riceis
theprincipal(､ropwheretherearcirrlg(ltionfit(,ilities. IrriLTiItC(1rit･()(､ultivationismore

intensivethaIldry farming.

C｡nsideringthedifferencesinthe(･ompositionofmajorcr(一psandintheirdistril)u-

ti｡nbetwccnthcsctwosystems,theauthorsconcludethattheI-ropswereintroducedfrom

neighhorlngIndiaandChina,andthattlleagriculturaltechniqueswhi(､hcharacterize

thetwofilrmingsystemswerealsointrodu(､edrr,m thoheぐOuntries,from veryeELrly

times･ Thatits,(tryfarmin打lScom.Si(leredtohavedevelope(1throughsu｡ccssiveintr() -
ductionof(､ror)sandagrlCulturalteclmiquesfromlil(liar"grlCulture,whileirrlgatedrice
cultivationhasbeeninfiuenee(11)yll-tenSivc叩rlnllture'lel･ive(1from southernChin;i.

は じ め に

1974年11月か ら12月にかけて行な った著 音らのビルマ調 査は, 主として,抜培稲の歴史的変

遷過程の探索を目的 として, ビノレマ中 央部のイラワジ)咽 王城を 主な調査地域 とした｡1)

ブローム (Prome)か らパガン(Pagan)を経て -?ンダ レ-(Mandalay)に 至るビルマ中央部

は,西暦紀元前後か ら近代に至るまで, ビルマ民族 と国家にとって常に歴史の主要な舞台であ

った〔)ビルマ農 業の伝統的諸形態の成 立と推移は,他のどの地域 よりもこの地域に現在 もなお

うかが うことが可能である｡今 日では,イラワジデルタの水稲栽培が ビルマの もっとも代表的

*京都入学農学部作物学研究室
1)本調査の総合l'購 路･は,PreZiml-,laryA'cp"/"Ii/leA'yo/I,I/71才●㍗Cr∫il)I.＼1̀･ie7Zli/icSur㍗ey/aBurmr1,1974,
(1976)にまとめられている､つ調査にあたっては,ビルマ政府教育省高等教翻 石,および各地の教育委員

会にお世.釦 ､ただくとともに,~佃 1大使,潮 目書記島 奥平書記官らノfげ ルマ日本大使館関係苫にご協
力をいただいた,,着帯らの調査はこうした方々のご協力によって実現したものであることを記し動産を

表したい｡また,調査にf=[~附 して IJiaisonO侃cerを務めてくれた U TheinKyuとマンダレ-在住の歴
史家 U MaungMaungTinの協力なしには短期間の調査を効果的に終えることができなかったであろ
う｡記して謝意を表する｡
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な農業であるとされているが, ビ ルマ中 央部に展開する乾地農耕と濯概稲作は,デルタの水稲

栽培に先行するビルマの伝統的な農耕様式である｡

本稿は,ビルマ中 央部の調査経路に沿った主要作物の分右と農業景観の観察結果をまとめて,

この地帯における農耕様式について若 干二の考察を加えようとするものであるt)

1 中央平原の概要

Stampによると, ビJL,マ全 Lはその地形的, 気候的条件によって次の9地域に区分されて

いる｡2) アラカン海岸,テナセ リム侮岸,西部山地,シャン高地,北部山地,ペグ-山地,シ

ックン川流域,イラワジ川下流盆地と三角洲,乾燥地域がそれである｡これらのうち,後者の

4地域をまとめた,アラカン山脈とシャン高地に挟まれたイラワジ,シックン両流域を中央平

原として一括する場合もある,､いわゆる BurmaPropcrと呼ばれる地域である｡

著者 らが調査を行なった中部ビルマは, 中 央平原のうちブロームからマングレーに至るイラ

ワジ川流域の乾燥地域で,本稿ではこの地域を中央平原と総称することにするoブロームはま

た,ビ ルマで一般的に使われる地域区分である上ビルマと下ビルマの境界線上にも位置してい

る01852年の第 2次英緬戦争の結果,イギ リスとミンドン守 によって定められた両地域の境界

は,ブロームとタウングー(Toungoo)の北を結んでおり,この境界線はビルマの多雨地帯と寡

雨 (乾燥)地帯との境抑 こもほぼ一致 している｡)したがって著者らは,上ビルマの乾燥地域を

その人Llから｢llJL､部-と北上しつつ調査したわけである｡

中 央平原において作物栽培を制限 している大きな要因は,何よりも降雨量とその年間分布で

ある. 著君らが 調査 した サガイン管区(SagaingDivision),マンダレ- (Mandalay)管LX:,

マグウェ (Magwe)管区 の主要な師 打と, さらに 南部に位置するデルタ地帯 の ラングーン

(Rangoon),テナセ リム地方のモールメン(Moulmein)のデータをビルマの統計書より表 1に

引用 した｡中央平原は,アラカン山脈により南西モンスーンがさえぎられるため,降雨量が極

端に少なく,わずかに年間600から9()Ommでしかない｡下ビルマの典型的な熱帯モンスーン地

帯と対比すれば,降雨鼠の極端な少なさがこの表か らもうかがえるo Stampはビルマの自然

植生に関連 して,植使分布を決定づけるもっとも重要な基準線 として年間降雨量40インチ (狗

1020mm)と80インチ (約 2040mm)の二つの等両鼠線をあげている｡3)40インチ以 卜の降雨

量では,ビルマでは十分な森林の発達はみられず, いわゆる Shadetreeとして 植えられたタ

マ リンド(TamaritlduL"◆ndZ●cum), マンゴー (MangljTeral'ndl'(a), パルミラヤシ (Borra∫u∫

2)Stamp,IJ.I)･-1Rcgi(,HalGet,grl,A匂′,J'arl/[′:ノ1∫ia,1959.LOndonによるoなお,ビルマの自然植
生区分については,Stamp,L.D.T/zc Vegetalio7iq/Burma/ram anECoZ̀,giCd/szandpoin/,1925,
Culcuttaや KnappenTippctts,Ahbett,McCarthy･EconomicandE71gine-'ngDcve/opmen/ojBurma,
〝♂/.1,1953がある｡

3)Stamp,IJ.D･(1925):前掲｡
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表1 各地の降雨量および冥温

降 雨 量 (mm)

測 候 地 点 中 ,,,二11｡68

SAGAINGDIV.

Sagalng

Shwet)o

Mnnywa

MANOALAYnlV.

Mandalav

Kvaukse

Myingyan

MAGWEDIV.

Minbu

Pakokku

PEGUWFJSTr)lV.

Prome

Rangoon(Il.().)

TENASSERIM

Moulmein

1969

気 温 (oC)

富農 鼠 t蓋晶 鼠i最高

905 928 767 31.9

795 1,108 760 33.8 21.8 33.11

871 1,403 74〔 32.6 .21.8 32.3

698: 669 600 33.9 20.8 33.5

886 848 837 32.9 21.9 32.9

617 559 629 34.0

2,618 3,174 2,564 31.9 22.9 32.2

4,828 4,195 5,781 30.2 23.3 32.1

19.4 33.8 19.9

20.7 34.2 20.9

20.6 33.3 .20.3

17.5 .34.9 20.2

21.7 33.7 ;21.6

17.3 34.5 21.1

22.1 33.5 21.4

22.1 32.6 21.9

出典 :CentralStatisticalandEconomicsL)epartment,S/ati∫licalyearBo(,A1969.

測 候地点

表2 月別 降雨量および降雨 臼数

降雨日数 0 1

Mandalay 降雨量(mm) O.()10.3

降雨日数 0 1

Rangoon 降雨量 (mm) ().4 6.()

降雨日数 0 1

1

出典:′71diaWcatJ5crRPM.e7L･1927--1937;Burmaj77on/A/ylt/eatherReviewl938-39.

,6abeZZZjTer)が代表的な独立樹として観察されるのみである｡40から80インチの降雨鼠の地域で

は乾季には落莫する熱帯モンスーン林となり,80インチ以上の地域では熱帯降雨森が展開する

としている｡降雨量の年間分布が5月から10月にかけての雨季に集中しているのは,デルタ地

帯や海岸地域と同株であるが,表 2に掲げたように,乾燥地城では各月の降雨量,降雨日数と

もにデルタ地帯よりも極端に少ないoしかし,乾燥地域の降雨の大部分が数日間に集中し,一

時的な豪雨として降っていることは,この地域の自然条件を考慮するうえで重要であろう｡

気温の分布 も表 1に掲げたように*央平原とデルタ地糧 との間には若干の相違が認められ
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る｡ 中央平原の乾燥地域にゆくに従って気温の日較差は大きく,最高気温もビルマでの最高値

を示すO上述 した降雨象の寡少と相まって,中 央平原が極度の乾燥状態を呈するのはこのよう

な内陸型の気温変化も関与していると考えられるo

中央平原の地形は, イラrノジ川の 盆地とペグ-山地によって 特徴づけられているo マンダ

レ-からミンジャン(Myingyan)に至るイラワジ川流域およびシ:Lウェボー (Shwebo)やチャ

ウセ(Kyaukse)の位置するその支流城はいずれも､†'-･fEJjZ沖積地で,中 央平原のなかではもっと

も農業に適 した地域である｡いっぽう,ブロームか らパ ガンに至るイラワジ川東岸およびペグ

ー両地酉麓は,第三紀層の砂岩質のイラワジ層を母岩とする砂,碑,粘 上を含む砂質土嬢であ

るため,土壌の隼産性は前者にくらべてかなり劣った地域となっているO

以上のような自然条件を基礎に展開される中 央平原の農業を考えるうえで, もうひとつ注意

しなければならないのは, この地域の歴史的,社会的条件である〈ノ土師時代からの古い伝統あ

る社会組織を基礎として農村社会が支配的であった中央平原では,農業開発の歴史はデルタ地

帯よりはるかに先行していた.4) また, 仏教徒相続法に従って各世代にわたって L地や家財を

平等に分割することを--一般的な原則とした上ビルマの伝統的社会にあっては,家族労働にもと

づ く小規模な自作農が主体をなしている｡ こういった土地所有の面でら,中央平原の農業は,

不在地主による大土地所有と小作農増大が特徴的であったデルタの農業と好対照をなしてい

るO このような上ビルマと下ビルマの農業の差異を, 溝Ll房雄氏は,｢上ビルマの農業は, そ

の基底には王朝時代の伝来的関係が交配 し,デルタ農業が国際的 ･動態的かつ単作的なものと

して展開 したのに対し,民族的 ･静態的かつ多角的なものとして存在しつづけてきた｣と表現

している05)

以上のように,自然的条件が不規則かつ不足がちな降雨に代表されるような厳しい条件にお

かれ,地形的にもデルタ地稀に比 して非常に変化に富んでいることなどか ら,中央平原では,

多種類の作物を選択 しつつ,伝統的方式による農業があまり人きな変化もなく今日まで行なわ

れ,現在に至っているといってよいであろう｡ このようにして,中央平原の農業は,発展過程

の停滞のなかにビルマの伝統的な農業の姿をよく伝えているので,前述 したようにビルマの農

業の成立過程を考えるうえで重要な地域ということになる(､

著者 らが調査を行なった地域には,農耕様式の面からみても,ブロームか らマグウェを経てパ

4)MichaelAdas(1974)は,その著,TAeBurmaDel/aで,農業開発面における乾燥地域とデルタ地帯と

の差異を, とくにデルタの開発に着目しつつ次のように述べているof50年間 (1852年以降:著者注)
のうちに,コンパウン王朝時代の低開発地であり,人口稀薄な停滞地にすぎなかった下ビルマは,世界

のrミ要な米輸出地帯-と変貌した｡この変化はビルマにおける人口分布のバランスに変化をもたらした｡
デルタにおける輸.LIi経済の成長は乾燥地帯やイン冊起大陸からの入監の移民を喚収した.英国によって

1二ビルマのセンサスが初めて出版された1891年までには,デルタ地帯の各県の人口総計は,過去には周

辺部の人口をしのいでいた乾燥地帯の総人口をはるかに上まわるようになった｡J (I)･4)

5)溝口房雄 『ビルマの農業降測 1958,農林水産業住産性向卜会議.

289



東南アジア研究 14巻2Pj-

ガンに至る粗放的な乾地農耕地帯,比較的商品化 した畑作物栽培と准概稲作の混合地帯である

メティラ(Meiktila)県,主要な濯翫稲作地帯であるチャウセ,マンダレ-,シュウェボー県等の

特色ある地域が含まれている｡これらの地域での観察にもとづいて,ビルマの伝統的農業とはど

のような性格 と由来をもつものであるかを,作物分布を中心に以下に検討していこうと思うO

｢l 中央平原の作物分布

図1に著者らの調査経路を示した｡ トビルマのうち,調査域はブロームからマグウェ,チャ

ウパ ドン(Kyaukpadawn)を経てパガンに至るイラワジ川流域とポパ山麓およびペグ-山地の

北端,マンダレ-を中 心 とするイラワジ川およびその支流城である｡ プ｡-ムからメティラに

至る地域は,先にふれたイラワジ層を母岩とする砂質土壌地帯で,メティラからシュウェボー

に坐る河谷部はイラrフジ)tは よびその支流の沖積土壌を 主体とする地域である._,乾地農耕と濯

図1 調 査 経 路
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概稲作 という中央平原の 二つの農業体系は,ほぼ これ ら2地域の 土壌区分 に親 古して展開され

ている｢,

乾地農耕を もっぱ らとする地域, すなわちクエッミョ-(Thaeトmy()),マグウェ, ミンジャ

ン,メティラおよびサガイン等の各県ではマメ類,モロコシ,ゴマ, ラッカセィ, トウモロコ

シ,ワタを 1:･体に作付が行なわれ,その他 トウジンビェ,サンヘンプ (Cro/a/ar2'ajuncea),ニ

ガ-シー ド(('lu2'zoIz'aa4γ∫∫in7'(a)などのマイナークロップも栽培 されている｡)サガイン県では

コムギの栽培を観察 したが,統計資料によると, ミンジャン県や メテ ィラ県で もある程度の栽

培面積が記録 されている｡6)

中 央平原で栽培 されるマ メ類の樺瓶はきわめて多 く,著者 らが短時日に採集 した ものだけで

も13種(species)であ-)たo i:_に栽培されるのは,malPe(P/Ta.tleO/u∫mungO),PedZ.∫e2'n(Ph.
aureu∫),/i/a7ubulPe(P/i./unaZu∫),PegJZl(7･abZabm'ger).gram(PA.mungo,P/i.aureu∫),

Pe∫∫3'ng〟7i((yajanu∫ca7'a〝)などである(, このうちgram の栽培面積が もっとも大きいようで,

サガイン,シュウJ･ボー,チャウセ, メティラ,ミンジャン県で広 く栽培 されている｡pedl∫ell72

はサガイン県に,そして hza7eJbulAeはメティラ,マグウェ県に,Pegyi,pe∫∫2'ngonはサガイン.

ミンジャン, マグウェ県に栽培の 中心があるようである() P/za∫et'/肌 属ゞ の7メ粕はいずれノも

10-11月に播種 され, 2～ 3月に収穫 される｡7)

ラッカセィ, ゴマはビルマの重要な油料作物である｡ ラッカセイの作李には雨季作 と乾季作

の 二つがあり,雨季作は 5- 6月に播種 し,10-11月頃に収穫 されるO乾季作は10月に播種,

2- 3月に収穫 される｡,ゴマは比較的短期間に成熟する作物であるが, これにも 二つの作季が

あり, 早期作は 5-6月に播種, 8-9月に収穫 され,晩期作は9-ユ0月か ら)がFl月までが
作李であるり ラッカセイ栽培はマグウェ, ミンジャン県が もっとも盛んで,ゴマはこれ ら両県

のほか,メティラ,サガイン県で もひろく栽培されている｡,

ワタの作李は雨季のは じまる5月か ら11月～12月までである｡ ミンジャン, メティラ県が主

な栽培地域で,最近では濯鶴 も行なわれる重要な商品作物である｡

6).＼1za/i∫zi{a/r'earB〃〃L,1969によれば,サガイン県のコムギ播種面積は,68-69年度で約5万エ-カ-で,
隣接するシュウェボ-,モこュワ(Monywa)lj詩で,それぞれ L万2千エーカー,4万3千エ-カ-であ
る｡仝ビルマの播種面積が15万エ-カ-であるから,コムギ栽培は,イラワジ川和lrJ:のこの3県に栗申
しているといってよかろう()ミンジャン,メティラ両県では,いずれも約千エーカーほどである.｡なお,

コムギの栽培面積は年々減少傾向にあることがこの資料からうかがえるし〉

7)ビルマで栽培されるマメ類の地方在来名と共通名,およびそれらと学名との関係についてはなお不詳の
点もあb),現在も栽培して調査lfJであるJ本文中に記したもの以外に,ビルマでの共通名と学名とを対
照できたマメを記せば,pe_yi,I(PA･ca/larazu∫),penauk(j'h･mu,lgl,),PegJ,a((1l'ct,rarietinum),Pedz'
(Ph.radiazu∫),pe-Zuガあるいはpe-/(,n((/'なnabrac廟garPa),Sadau,pe(Pi∫um ∫adでJum),Pe-yaga(Le7lS

eJ･Culenta)となるO ここに掲げたマメ類の種名については,栽培調査のほかに,H･G.HundleyandU

ChitKoK().Z･i∫lof Tree∫,LSlhrubjt,Herb∫a7ZdPrz'fZC少aZCZimber∫,A/(.,.ユ961,Rangoonや,雑豆輸入

をお考としたL,
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乾地農耕地帯のいたる所で栽培されている作物はモロコシである｡ 8月頃に播種され, 1月

に刈 り取 られる｡食用 として利用されることもあるが,大部分は飼料用あるいは輸出用マイロ

ととして哉培されているようである｡ トウモロコシが比較的新 しく導入 された作物であるのに

対 して,モロコシは,他の雑穀類 (Pe72mlsetumspp.やPam'cumspp.)とともに,乾燥地域の

伝統的作物であるo詳 しい栽培面積は統計資料にもあらわれていないが,乾燥地域での栽培面

積はかなりの広さになるようにみうけられた.8)

いっぽう,チャウセ,マンダ レ-,シュウェボー県等の凍衡稲作を主体とする地域では, も

ちろん水稲が 仁要な作物として登場するOこれ ら渚現は,同 じ乾燥地城に位置しなが らも,他

の諸県にくらべて著 しく水稲の作付率が高 く,チャウセ,マンダレ-両県では6O数パ-セント,

シュウェボー県では8OパーセントであるO ミンジャン,マグウェ県などではわずかlOパ-セン

ト前後であることを考慮すれば,濯概システムがいかに大規模に網羅されているかがわかる｡

以上中央平原の二つの農業体系で選択されている主要作物について概観 したが,次に著者 ら

の調査で観察された両農業休系での作物分 巾をさらに詳 しく紺介することにしよう｡ 表 3は,

調査経路に沿って観察できた作物を一覧表にまとめたものである｡､斜線部はその地域で しばし
ば目にする程度に作物が分布することを示し,黒地の部分はその作物がほとんど優先して栽培

されている状態を示 している｡,

ブロームの町をはずれると,すでに水田地帯は姿を消 し,チークの疎林や熱,,L#落葉樹と常緑

樹の混交林が しば らく続 く｡ しか し, このような疎林 も徐 々に姿を消 し,タエッミョ一県に入

ると,いよいよ畑作地帯が現われるO トウモロコシとマメ類,ラッカセイを主要作物とする地

帯がまず続き, アウンラン(Aunglan)付近か らは トウモロコシに代わってモロコンが 広 く栽

培されるようになって くる｡ トウモロコシとてメ瓶は間作されることが多く, トウモロコシの

畦問にマメ類が作付されている｡ モロコシは, 他の作物 と間作されることはなく, 播種密度

の高い散播栽培であり,飼料用としての栽培の特徴がうかがえる､)この地域はラッカセイの栽

培 も多い｡乾季作のラッカセイはすでに茎葉が 15cm くらいの高さにまで生育 しており,手労

働による申耕除草が行なわれていた｡

タウンジンジー(Taungdwingyi)はブロームか らメティラに至る乾地農耕地帯のなかで唯一一一

の漕概稲作地帯であるo Lか し,その規模は小さく,タウンジンジー周辺とその西部に限定さ

れている｡,町の東方にある貯 水 池によって濯離 され,液敵水は東か ら酉-の緩斜面に沿って利

用されているようである｡ この町か らマグウェに至るまでの地域で も,モロコシ,マメ類, ラ

8)従来,わが園で紹介されてきたビルマの農業に関する記述では,モロコシ(Sorg/zum bit(･0/ar)は全て黍
(キビ)(Pam'lumml'h'a,eum)としてまとめられている｡ ビルマでは,キビはIu,モロコシは かaung
と呼ばれ, もちろん区別されている｡ゑγaungには多くの種があるが,食用にも供された ∫a'1-AyaulJg
(whitemillet)と, もっぱら飼料用として栽培された hu71二か′aung(redmillet)とに大別されている｡
1970-71年度のモロコシの作付面積は413干エ-カーで, この10年間ほとんど変化はないが,いっぽう
卜.17モロコンはこの10年紬 二(/用 面積は倍増しておl),同年度で412千丁一-カ小である｡
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表3 調 査 経 路 沿 い の作 物 分 布
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ッカセイが主要な作物である｡

マグウェか らチャウパ ドンを経てパガンに至る地域は,中央平原のなかでもっとも人口稀薄

な地域で,またもっとも降雨巌の少ない地帯でもある｡ 散在する小潅木やサボテン類が遠 く東

方のペグ-l吊他にまでひろがり,まったくの荒蕪地や耕作放棄地が随所にみうけられるO この
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地域でもっとも広 く栽培される作物はモロコシ, トウジンビェ,マメ類で,/ubz'n9)や繊維作物

のサンヘンプ,それにパルミラヤシが散見される｡ とくにデ ィンジョン(Dingyawn)からチャ

ウパ ドンまでの雑穀栽培は, 中央平原でもっとも粗放であるといえるo トウジンビェや IubZ.n

が広 く栽培されるのがこの地域で,他の地域ではこれら作物はほとんど観察できなかった｡

なお,この地域はラッカセイの主要栽培地帯でもあるが,著晋らの調査した時期はちょうど

雨季作の収穫再後にあたっていたため,その分布程度は確認できなかった｡〕表 3にラッカセイ

の分布が記されていないのはこのためである｡11月から12畑 こかけては,収穫の終わったラッ

カセイ畑と休閑地が併存するため,見わたす限りの畑地全部がまるで何ひとつ作付けられてい

ないかのような印象をうけるし,乾季の家畜飼料として利用されるラッカセイの茎葉が各所に門

型に積みあげられているので,そのあたりがラッカセイ畑であったことをうかがわせるのみで

ある(,また,この時期には,いったん抜き取りによる収穫が終わり裸地状態とな-'た畑で,地

中にとり残された英実を掘 りとる作業が行なわれる｡ いわば,ラッカセイの ｢落穂拾いJの時

期で,数人から十数人の男女が一列に並び,小さなスコップや棒切れで土を掘 り返 しながら,

地中 に埋まっているラッカセイの英を掘 り出すのであるし,日中の暑熱を避け,早朝と夕方を中

心にこの作業が行なわれている｡

チャウパ ドンからメティラに至る道路はペグ-山地の北端部を横切るo ペグ-両地の酉塵と

東館では作物構成が異なり,農業景観は大きく変化するし)西藤一一｣昔の作物構成は,いままで述

べてきた典型的な乾地農耕地帯とほとんど変わりはないが,メティラ愚に入ると,雑穀類の哉

増が少なくなり,ワタが主要作物として現われ,ところどころに水稲栽培が行なわれるように

なる｡ メティラの西方20km あたりに建設された准翫用ダムを過ぎると,濯概地には水稲やワ
タが,非涯概地にはモロコシやマメ類が栽培され,メティラに至ると,もはや完全な濯概稲作

地帯となる｡ 乾地農耕地帯と港翫稲作地帯の申開的な遷移笛をメティラ西 方に見ることができ

るわけである｡

メティラからしばらく北 上すると,再びモロコシ, トウモロコシ,マメ類,ワタを主体とす

る乾地農耕地帯が続 くが,チャウセ県に入れば,そこはもう中央平原で最大の濯潜稲作地帯で

ある(〕この地帯で重要な役割りを果たす涯翫用水路は,王国時代に建設されたものも多い｡イ

ギ リス統治後 も数多くの水路が構築され,.歴史の古い水路と新しい水路とが,ごく近接する地

域で併用されているところも少なくないOチャウセ周辺の港概水系はとくに有名であるOビル

マ最初の干観であるパガン王朝を建てたアノウラタ一差により11世紀に建設されたと伝えられ

9)lubi71は粒長2mm足らず,粒待 1mm弱の小粒禾穀類で,賢者らの観察では,隼丈わずか 30-40cm

で成熟期を迎えていたo畦問20cm程度で条播されていたが,耕地を完全にカバーするだけの群落にま

で住長するには至らず, 遠望するとまるで雑草が一一両に捷い茂っているかのようである｡この種子を京
都大学附属農場で栽培したところ,草丈約 1mで,たくさんの粒を一汁ナたし〕雑草のヌカキビ(Panz●rum

bZlj･uZaa/um)に酷似した作物であるが,学名は末同定である,㌔
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るチャウセ運河は,現在でも市内を滑々と流れ,広大な水田地帯をうるおしている｡

水稲以外の主要作物はほとんど認められず,モロコシやマメ類,ゴマの栽培をときどき見か

ける以外には,乾地農耕地帯で観察されたような雑穀類や他の作物は全 く作 られていないとい

ってよい｡水稲以外の作物でこの地域を特徴づけるのは, トウガラシ,ニンニク,タマネギな

どの野菜類や,バナナ,マンゴー,パパイヤなどの果樹類である｡とくに,チャウセ県ではこ

れらの犠培が盛んであるO マンダ レ-郊外のアマラプーラ(Amarapura)周辺でも野菜栽培が

盛んである｡

イラワジ川を渡りサガイン県へ入ると再び畑作地帯であるO サガイン異では,さきに述べた

乾地農耕地帯と異なりコムギが広 く栽培されているのが特徴的である｡ 他の作物構成はほとん

ど同じであるが,ところどころに水稲栽培も行なわれている｡この地域の土地利用は,乾燥地

城南西部の畑作とくらべて概 して集約的な印象をうけたが,これは,おそらくイラワジ川の沖

積 仁壌地帯に位置することと関係するのではなかろうか｡す ぐ北に隣接するシュウェボー県に

近づくにつれて水田を見る機会が徐々に増え,やがてシュウェボーの確概稲作地帯が現われる｡

以 卜.のように,中央平原の伝統的農耕様式と考えられる乾地農耕,濯概稲作の両体系ではそ

の作物構成にかなりの相違が認められた｡概していえば,前者が雑穀類,マメ類を主体とし,そ

れにアト摘用 ･-'物や繊維料作物を加えているのに対し,後者ではもっぱら水稲を主体に,それに加
えて換金性の高い商 品作物頻が栽培され,集約度の高い農業体系を形づくっているといえよう｡

m 二つの井草体系- その性格と由来

1) 乾地農耕体系

乾地農耕体系における伝統的農作物であるモロコシ, トウジンビ工,ゴマそれにマメ類の大

部分は,いずれもインドの畑作地帯における主要作物である｡また,ニガ-シー ドやサンヘン

プもインドで広 く栽培されている｡10)ほとんどがインドの ｢サバンナ農耕 文化｣を構成する電

要作物で,酉アフリカからインドの乾燥地帯にかけて発展 した農耕様式が,東漸 してビルマの

乾燥地域-と伝播されたものと考えられる｡11)

10)peg:1ノa,Pe∫∫Z■ngolZなどは比較的新しくビルマに導入されたといわれるが, これらは,インドではそれぞ
れgram,turと呼ばれ, ダルの材料となる重要なマメ類であるo matpe,pedi∫cin,pe-yaza,∫adau少eなど
もインドで古くから利用されている.ニガ-シ-ドが東アフリカおよびインドで食用油,灯油として利
用され,インドからは加工油が若干塾輸出されていたという記録が,E.R.lioltonandR.G.Pelly.
TheRe∫ource∫ojtheEmpireSen■e∫;Oils,Pats,Waxe∫,andRegin∫,1924,Londonに出ている｡サンヘ
ンプのインドにおける栽培,加工,利用等については,J.F.Royle.TJleFZ'brou∫PZanzsofIndia,1855,
LOndonに詳しく紹介されている｡なお,乾地農耕で選択される主要作物について,その特性,適地,
栽培管理,収鼠,利用法等を知るうえで, 現在のところ,もっともまとまった書物として,Ⅰ･Arnon･
CropProduClioJiinDryHeg2'on,TJOZ･I/;Sy∫temazicTreatme71lofthePrint.ziaZCrop∫,1972,NewYork
をあげることができる｡ノ

Il)中 尾佐助丁農業起源論｣森 FIT三明編 『自然--生態学的研究』1967,中央公論社.
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雑穀類を主体に,池料作物としてのゴマ,ニガーシー ド,蛋白源としてのマメ類からなる作

物複合は,休閑をともなう輪作体系として作付が順序づけられるのが,乾地農耕体系の大きな

特色であるC 主な作李は雨季作と乾季作で,雨季作にはワタ,ラッカセイの雨季作,ゴマの早
期作が含まれ,乾季作には雑穀類,マメ類,ラッカセイの乾季作,ゴマの晩期作などがある(,
雨季作の場合は,モンス-ンによる降雨の始まりとともに播種作業が行なわれるので,耕起,

整地などの耕地の準備作業は比較的簡単に済ませ, 播種後の除草作業はたんねんに行なわれ

るしノたとえばワタでは,6月に播種された後,草丈が 15cmlくらいのときに1度,そして 45cm一

くらいでもう1度,計2回の除草が行なわれるのが普通である｡ 乾季作の場合は,除草よりも

むしろ耕地準備作業を入念にしなければならないし,雨季の降雨のたびに浅く耕起する保水作業

が乾季作の播稗時期まで数回繰り返される(,

休閑輪作の例をシュウェボー県にみると,たとえば次のような輪作が行なわれている｡ 休閑

の後,最初に作付されるのはゴマの早期作で,その後ゴマの立毛利 こてメ類 (たとえばPe(V･Z■)

が間作され,翌年は雨季作を休閑し,その間は耕起作業のみで,降雨の蒸発を防ぎ,保水につ

とめ,その後乾季作の雑穀類が播種される｡ これは2年 3E作の例で,このような作付順序を

4- 6年繰 り返した後,耕地は全面的に休閑され,このイ付現期間に地力の回復をはかるわけであ

る｡ 作付順序としては,立毛期間を異にする二毛作が行なわれるのは稀で,むしろ,混作･間作

による二毛作が普遍的であるO 先述した トウモロコシとマメ類の間作やゴマの早期作とPeglZ

の間作,あるいはゴマの晩期作とpegy2'の混作などがよく行なわれる間混作の例である｡12)

このような休閑輪作は,インドの乾地農耕とほとんどその技術的特徴を共有 している｡ 休閑

を定期的に組みこむのはもちろんのこと,間作,混作などの作付様式がひろく採用されている

点などは,両者の畑作農法の共通性をよく示しているといえよう｡ たとえば,ビルマで重要な

地椋を占めるゴマやマメ類が,インドごも他作物と混作あるいは間作されることはよく知られ

ている.13)以上のような作物選択および栽培技術の共通性から判断して,ビルマの乾地農耕が

インドの乾地農耕ときわめて密接に連繋しており,現在のビルマの乾地農耕技術はインドから

もたらされたものであろうことはほぼ疑問の余地のないところであろう0

12)輪作体系については,BurmaGazezzee,r,Sjite,eわ Dl'striCl,㍗βlumeJ4,reprint1962,RilngOOnを参考とし
たO

13)Joshi,A.B.(ed.) Se∫amum,1961,IndianCentralOilseedsCommittee,Hyderabadによれば,ゴマは,

ワタ,トウモロコシ,モロコシ,ラッカセイなどと混作されているO また,マメ矧こついて,前田和美
rインドにおける主食作物の多様性と分布｣『アジア各国における二i三食作物の選択に関する比較検討』
(昭和50年度文部省科学研究,総合研究B,報誓書)によれば,混作に採用されるマメ類は14稽にのぼ
るとされ,そのうち,lur,gram,ラッカセィ,mung,uradなどの採用が多いとのことである｡なお,
マメ類との結合作物としては b(ylrlz(Pennisezum (Vク/70ideliml.jowar(Sort/zum bicolarl,トウモロコシ
などが多いというしノ
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2) 准敵稲作休系

では,もうひとつの農耕様式である准淑稲作体系はどのような過程を経て中央平原に成立し

たのであろうか｡唯 一一一の主要作物である水稲の由来については後述することにして,まずこの

地域で水稲栽培を可能ならしめている濯淑技術の由来について考えてみようoビルマの濯概方

式は,ビルマ北方から中央平原-と移住したビルマ人がシャン人から水利法を学び,チャウセ

地方に液概水系を構築したことに始まると伝えられているが,14)これはおそらく,雲南方面か

ら移住したシャン族によって伝来された技術であろうと思われるo

チャウセ,マンダレ-,シュウェボーの各県では,大部分の水田が水路権衡によっているが,

シュウェポー県の山部やミンジャン県では比較的小規模な溜池港淑技術が行なわれている｡溜

池による濯概技術の伝来は王朝時代以前に湖るようである｡煉瓦を利用した潜池構築技術は,

南インドやセイロンに広く普及 していた技術であり,寺院やパゴダの建築技術とともにこの地

からビルマにもたらされたものであろう｡

したがって,濯激技術にはふたつの方向からの影響が認められるようである｡ひとつは雲南

方面からシャン高地を経て中央平原に至った水路濯鶴技術と,もうひとつは南インド,セイロ

ン方面からベンガル湾を経てもたらされた溜池液翫技術である｡これら両技術のうち,より早

くビルマに到達したのは,おそらく潜池潅概技術であろう｡しかし,これでは大規模な濯鶴は

不可能である｡比較的大面榛の水稲栽培を可能とし,より集約的に生産力を高めるためには,

新たに恒常的かつ大規模な水の確保が必要となってきたに違いない｡ビルマ王朝が建てられた

11世紀以降,主要な米の生産地となるチャウセ,マンダレ一等の発展が新たに導入された水路

構築技術によって支えられ,以後の王朝がこの液淑稲作地帯を中心に栄えてきたことは,港概

方式における技術発展の過程を衷づけるものではなかろうか｡

次に,以上のような激戦方式の導入に関連しつつ,現在この地域で栽培される水稲の由来に

ついて考えてみよう. 激融稲作地帯で現fi･:栽培されている種類は, インディカ型 のアマン

(amen)種に属する水稲が卓越している｡ しかし, ビルマでの栽培稲の変遷過程を辿っていく

ならば,この地域での栽培稲が変わることなくこの種の水稲であったとは言い切れない事実が

著者らの調査で明らかになった｡15)著者 らが調査したビルマの先住民族ビュー族の遺跡のうち,

紀元後1-5世紀頃のベイタノー (Beikthano)遺跡や,8世紀頃のハリンジー(Halingyi)遺跡

から採集した煉瓦中には稲の組敷が多く含まれており,その形態からこれらは陸稲ないしはジ

ャポニカ型の水稲であろうと推定されたOパガン時代の寺院やパゴダの煉瓦に含まれる枚数も

ほとんどがジャポニカ型であるので,中央平原に現在の栽培種と同じタイプの稲がもち込まれ

14)DawMyaSein･'rheAdmini∫trafionofBurma,1938,Rangoon･

15)Taday()Watabe,KojiTanakaandKoungNyunt･"AncientRiceGrainsRecoveredfrom Ruinsin
BurmaWAStudyontheAlterationofCultivatedRice,"PreliminaryRcporloftheScient3jicSurveylo
Burma,1974,1976.
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たのは,おそらく12-13世紀以降のことではなかろうかと推測されるO

したがって,中央平原に大規模な濯概方式が導入される以前には,陸稲栽培ないしはジャポ

ニカ型水稲の天水栽培や小規模な濯融栽培が行なわれていた可能性が高く,現在のアマン種は,

水路による港概方式がシャン族の影響をうけて整備されて以後,徐々にその栽培域を拡大して

いったのではないかと考えられるO水路による水の恒常的な確保を契機に,比較的生育期間の

長いアマン樺の栽培が乾燥地域で可能となってはじめて,現在の液概稲作体系の原型ともいえ

る農業が形づくられたものと思われる｡現在の栽培種に先行したジャポニカ型水稲や陸稲がど

こからもたらされたものかはまだ疑問点は多いが,おそらく中国の雲南省あたりからシャン高

地あるいはビルマのカチン州を経て中央平原にもたらされたと思われるoこの点については,

別稿を参考とされたい｡16)

3) 農業体系の重層的成立

以上のように,中央平原の二つの農業体系は,ともに伝統的なビルマの農業体系ではあるも

のの,いずれも古くに導入,受容されたものであることが,その農業体系を構成する主要作物

の出白と技術的特徴から推測されるように思える｡ 地理的にもインドと中国を結ぶ重要な地点

を占める中央平原に,紀元前後から9世紀頃の問に幾度かの民族移動を重ねながら定着したど

ルマ族は,その後の民族発展の過程でインドおよび中国から魔人な文化的影響を受けたといわ

れているO中央平原の作物分布によっても,このような民族の軌跡がうかがえるようである.

現在まで受けつがれた中央平原の伝統的農耕様式は,いわばインドと中国の二つの農耕文化の

接点に重層的に成立したものといえるのではなかろうか｡

rV ビルマ農業の基層-----ミッチナーでの印象

著者らは,中 央平原での調査を終えた後,カチン(Kachin)州の州都 ミッチナ-(Myitkyina)

へ飛び3日間滞在したOカチン州にはビルマの少数民族であるカチン族が,その他多くの樺族

と共に州内の山岳地帯に居住し,主として焼畑耕作 (加納£γα)を行なっている｡ 著者 らの滞在

はわずか3日間であったので山岳地笛を訪ねることはできなかったが,ミッチナ-で知りえた

カチンの農業が,いままで述べてきたビルマ農業の重層的な成立過程の前段階を理解するのに

かなり重要なヒントを与えてくれるのではないかと思われた｡

カチン州では,中央平原の濯鶴稲作と異なり,栽培＼L!'.地によって種々の稲栽培が行なわれて

いる｡主な栽培法は,山間地の稲作と平坦低地の稲作に大別できよう｡前者はさらに,焼畑に

よる陸稲栽培と小さな流れをせきとめた谷間液鶴による水稲栽培とに別けられ, 後者は Ieboh

16)渡部忠世 ｢ァジア栽培稲の伝播 "アッサム･雲南起源説〝から｣『季刊どるめん』第7LL壬,1975.なお,
中国南部に成立した集約栽培技術がインドシナ半島-もたらされたと唱える Chan,T.T.=TheRice

Cultures,"TheEarlyHi∫torya/Agriculture,1976,RoyalSocietyofIJOndonの説も興味ある仮説で
ある｡
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栽培とyeZe栽培とに類別できる｡焼畑耕作は,他の東南アジア諸地域で行なわれるものと大

差なく, 2- 3月に伐採され,4月に火入れされた耕地に, 5月頃,最初のモンスーン降雨の

のち陸稲が播種される｡ 収穫は10-12月頃であるO谷間濯概による稲作は,小川をせきとめ,小

規模な水田を拓 く方法で,この栽培法はシャン高地で行なわれる栽培法と全く同様であるとい

われている｡17)/eboh栽培は,河川沿いの低地に群生する雑草類 (ha2'nggrass)をすき込み,火

入れした後さらに耕起,均平を繰り返し,水稲を直播栽培する方法で,村落に近い河川沿い低

地でよく行なわれる｡ 准敵は行なわれず,雨季の自然増水によって水が供給されるoye/e栽培

は,中央平原の濯概稲作地帯と同様な栽培法で, 7月に酎 ㌔播種, 8月に移植 し,12月に収穫

される｡早期作ではhauh∫azeJと呼ばれる早生品種群を用いて,1()月に収穫が完了する｡濯鶴

水の利用は,ye/e栽培では全面積の約半分といわれているが,詳しい液淑血積は不明である｡

いずれも小規模な液概水系によっている｡

中央平原の濯概稲作とはその栽培法を輿にするカチンの稲作は,いずれもこの地域の環境と

人口との関係から生じる,いわば ｢生態的均衡系｣として安定した稲作を営んでいたものと考

えられる()より占い農耕様式である焼畑耕作も,カチン州の山岳地帯では,陸稲のみならず他

作物との結合によって,安定した生産力を保持していたのであろう(二,それぞれの栽培法の地理

的分布は不詳であり,いまのところ, ヒ述したような山間部と平坦低地との栽培法の差異とし

かいえないが,この地域の複雑な地形に対応して,稲栽培の入り組んだ分布が確認できれば,

稲作の歴史や構造をさらに詳しく知る手がかりを与えてくれるのではなかろうか｡

カチン族の栽培稲の種類も,中 央平原のそれと異なり,陸稲が卓越しているのが大きな特徴

である〔)ミッチナ-農業試験場での話によれば,カチン州の栽培稲のうち約60パーセントが陸

稲で,カチンの伝統的栽培法もまた焼畑陸稲栽培であるとのことであったo

また,水 ･陸稲ともに,モチ稲の栽培が多いのもこの地域の特色であるOオープンマーケッ

トでは大小さまざまに鳴きあげた餅が主要な商品として店先に並べられている｡丸餅 もあれば

憂餅もある｡)モチ性の赤米を姦 し,ゴマ塩をふりかけて食事に供する習慣などは,わが国の赤

飯と全 く似ているのに驚かされる｡ モチ米を原料とした発酵酒(∫haru)や蒸溜酒 (/auhu)も利

用される｡,このような陸稲栽培の卓越,モチ稲の栽培,利用等の特徴は,カチン州が著者らの

ひとりが恕起した ｢モチ稲栽培圏｣に明らかに包含されていることを示すものである.18)

マメ実射こついても中央平原と異なる面を指摘できる｡中央平原では,先述したように,イン

ドから伝来されたマメ類が主体であったが,カチン州ではその他にダイズやアズキが栽培され

ている｡近年ではダイズの栽培がビルマ各地で奨励されていると聞くが,カチン州のこれら作

17)Hertz,W･A.BurmaGazezzeer:Myi拘′inaDiszrl'Cl,wZumeA,reprint1960,Rangoon･
18)渡部忠世rタイ国における "モチ稲栽培圏〝の成立｣『季刊人類学』1巻2号,1970･
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物は,雲南を経てこの地にもたらされたものと考えられる｡はたしてそれらがカチン族の移動

に伴って,古 くからカチン州で栽培されていたものなのか,あるいは雲南地方から季節的にや

って来る中国人労働者や商人の手を経てカチン州に栽培されるようになったのかは明らかでは

ないoしかし,マメ類の利用法がかなり高度に分化していることは,この種のマメ瓶の導入が

それほど新しいものではないことを示すようにも思えるoマメ酎 ′7を利用 した豆腐に類するも

のや,わが国の湯葉と同様な食品が利用されている点などは,これらのマメがカチンの人々に

よって古い伝統的食事体系にとり入れられていたことを類推させる｡

焼畑耕作や陸稲の卓越,モチ稲栽培などほ, インドシナ半駄 目岳郡から中国の雲南省へと連

なる地域の農業の共通性を示す指標であるo L述 したような,カチン州におけるマメ甑の種類

や,稲の栽培法は,カチン族の農業が中央平原の農業よりもむしろシャン高地からタイ北部へ

と連なる,インドシナ半島の山岳地帯の農業とより強く関連することを示しているように思わ

れる.このように,山岳地帯にとどまったカチン族が,ビルマの中央平原に展開される 二つの

農業体系と異なり,むしろ国境をまたいで,東南アジアの原初的ともいえる農業を営んでいる

ことは,ビルマの伝統的農業を考えるうえで見落としてはならない点であろう0

ともにチベット-ビルマ語族に属 しながらもIi｣岳地帯にとどまったカチン族と,平坦地へと

下っていったビルマ族とでは,その後の農業発展の遺すじが大きくかわってしまったのではな

かろうかOビルマ族と同じような過程は,チャオプラヤー流域に定着したタイ族にもあてはま

るのではないかと思われるが,この場合は,気象条件も関与してインドからの乾地農耕の影響

は少なく, 中国からの集約的な濯鶴水稲作の影響がより大きな役割を演じたので はなかろう

か｡ビルマ中央平原の大規模濯鶴技術が,シャン′族を通じて雲南からもたらされたものであろ

うと先きに述べたが,このような技術導入が,平坦地に植民を開始し,定着するようになった

タイ族やビ ルマ族によってはじめて可能となった点は,東南アジアの農業の発展過程を考える

うえで興味あるところである｡メコン,チャオプラヤー,イラワジなどのデルタ地域の開発が,

東南アジアの農業を一気に国際的な米単作輸出経済-と変容させたことはよく知られている.

デルタの開発にみられたような,東南アジア地域における技術革新の同時性 ･同質性が,タイ

族やビルマ族が平坦地に登場 し,集約的な液概水稲作を受容した時代にも現われていたのでは

なかろうか｡

ビルマの ｢民族的 ･静態的かつ多角的｣な伝統的農業といわれる中央平原の二つの農業体系

も,実は,ビルマ族が中央平原に登場するようになってはじめて受容したものであり,それ以

前にはカチン族あるいは他の少数民族が行なっているような農業を本来は営んでいたものと考

えられる｡上述した遺跡煉瓦中の籾殻から推定される栽培稲の変遷も,ビルマ族のこのような

農業の発展過程を示すものであろう｡したがって,ビルマの伝統的農業の基層には,現在のカ
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チン族にみられるような焼畑を主体とする農業が行なわれていたに逢いなく,相対的には新し

い二つの農業体系の伝播によって,その痕跡が完全に埋没させられたのが, ビ ルマ中央平原の

現在の農業の姿である,という仮定が成立するのではなかろうか｡

お わ り に

ビルマ中央平原の作物構成が,乾地農耕地帯と感激稲作地帯とでは全 く異なっており,両農

業体系の特徴をこれら作物の分布からもうかがうことができたと思う｡わずか1カ月の調査期

間中に観察できた作物は限られており,点と点を結ぶような観察でしかなかったため,作物分

布といっても正確に実情を伝えていないかもしれない｡また,作物栽培を考えるうえでぬかす

ことのできない, 作李や作付順序などについては著者らの見聞の範囲はきわめて 限られてい

た｡ このように,時間的にも地理的にも非常に限られた範囲ではあったが,中央平原で選択さ

れている作物については,これをかなり明瞭に作物複合としてとらえることが可能ではないか

という実感は得 られたものと思う｡

ビルマの農業の成立過程について述べた部分は,作物栽培の専門の域をはみ出した,いささ

か乱暴な議論もあることと思う｡ この点についてはさらに検討を加える必要もあろうし,具体

的資料にもとづいた実証作業を進めなければならないであろうO本稿では,作物分布から推定

されるビルマ農業の重層性とその基層をひとつの仮説として提出するにとどめて,多方面から

のど批判をあおぎたいと思うO
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